
　　「立場や考えを明確にして話し合うー夢十夜（第一夜）」　

応用的な問題に取り組み、ある
程度の思考力や判断力が身につ
いてきている。

振り返るべき内容を的確に捉え
て表現することができ、次の取
り組みに活かすことができてい
る。

振り返るべき内容を表現するこ
とはできているが、次の取り組
みにあまり活かせていない。

振り返るべき内容をあまり考え
ることができていない。

現代の国語
進
理

特
文

④

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

応用的な問題にも計画的に取り
組み、論理的な思考力や的確な
判断力を身に付けることができ
ている。

思
・
判
・
表

探究的な課題やグループ活動に
積極的に取り組み、自分の考え
を発表したり、適切に表現する
ことができている。

探究的な課題やグループ活動に
取り組み、ある程度自分の考え
を述べたり、表現することがで
きている。

Ａ（十分満足できる状況）
Ｂ（概ね満足できる状況）

Ｃ（努力を要する状況）

知
・
技

定期考査と小テストの合計得点
が８０点以上であり、基本から
応用まで概ね理解することがで
きている。

定期考査と小テストの合計得点
が３０点未満であり、基本的な
知識や概念があまり理解できて
いない。

　言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・
能力を育成することを目指す。特に実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。また、
論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

①定期考査の出来具合
　教科書・副教材の内容を中心
に作問
②小テストの出来
　授業で学習した内容・漢字に
ついての小テストを実施

評
価
の
趣
旨

①学習課題ノート･課題プリント
　単元毎に学習課題ノート･課題
プリントを実施
②意見発表の内容
　学習活動の中で、考えを深め
意見を発表する活動を実施

特
理

看
護国語

2 学科 学年看護科 １年 ●

Ｃ
Ｄ

進
学

特
進
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教科・科目・履修形態・単位数・学科・学年・コース

科目名教科名

該当するコース・科 →単位数

学　習　指　導　計　画　・　年　間　授　業　計　画
学期

４ 　　「学び始める春」 9

学　　習　　内　　容 時数

第
 
１
 
学
 
期

１　他者と関わる

★中間考査 1

学　　習　　の　　重　　点　　目　　標 ６ 　　「風が通るとき」 4

③

① ５

～

教科書：改訂版新編現代の国語（数研出版）
副教材：改訂版新編現代の国語　学習課題ノート（数研出版）
副教材：常用漢字ダブルクリア五訂版（尚文出版）

教　科　書　・　副　教　材　・ （発　行　所）

月

１　他者と関わる

②

1
　　<読書感想文　書き方指導> 1

～ 4
月

７

２　対比を読み取る

月

　　「水の東西」

★期末考査

～

6　情報と向き合う

7
11

　　「SNSに偶然はあるのか」

Ｂ＋ Ｂ－
定期考査と小テ
ストの合計得点
が５５～７９点
である。

定期考査と小テ
ストの合計得点
が３０～５４点
である。

評　　　価　　　の　　　基　　　準

９ 　　
月

12
月
８ 　　「目指す世界の地図を作る」

7
月 5　 考えを表現する

★中間考査 1
４　言葉の働きをとらえる

10 　　「コインは円形か」　

～

★期末考査

２
7　筆者の主張を読み取る

12

～

１

月
～

月

6

1

6

応用的な問題にあまり取り組む
ことができていない。 月

探究的な課題やグループ活動に
あまり組むことができていな
い。

1
63

あまり前向きな気持ちで学習に
取り組めていない。 月 8　社会の中の文章

３

　　　評論の読み方

第
 
２
 
学
 
期

３　社会の中で生きる

月

①授業中の態度や意欲
②提出物の内容
　プリント・副教材
③自己評価・振り返り
　小テストや考査後に自己評価
や振り返りを実施

第
 
３
 
学
 
期

総　　時　　間　　数
★期末考査

　　「適切な書式で通知する＜手紙・メール＞」

　　「会話という営み」予習・復習をして粘り強く学習
に取り組み、グループ活動にお
いても積極的に発言することが
できる。

主
体
性
・
態
度

真面目に学習に取り組んではい
るが、もう少し積極性を要する
部分がある。

1

月






















